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新
年
度
に
向
け
て

社
会
福
祉
法
人
光
の
里

理

事

長

織

田

厳

初
夏
の
爽
や
か
な
風
が
心
地
よ

い
季
節
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
よ
り
、
当
法
人
の
事
業

推
進
に
苅
し
ま
し
て
、
暖
か
い
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
摩
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は

、
平
成

2
3
年
度
よ

り
進
め
て
参
り
ま
し
た
施
設
整
備

事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
多
く

の
皆
緩
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

ま
し
て
、
落
成
記
念
の
祝
賀
会
並

び
に
記
念
福
祉
講
演
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
穫

で
念
願
の
事
業
を
無
事
終

7
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
峰
山
娠
興
局
穣
、
品
フ
盆
町
様

各
盆
業
の
皆
様
、
そ
し
て
、
地
域

の
関
係
団
体
並
び
に
多
く
の
地
織

住
民
の
皆
僚
の
暖
か
い
ご
支
援
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
新
ひ
か
り

の
塁
、
並
び
に
ケ
ア
ホ
ー
ム
利
(

な
ご
み
・
の
ど
か
)
が
事
業
開
始

か
ら

2
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
利

用
者
の
皆
援
も
居
室
の
個
室
化
な

ど
新
し
い
居
住
環
境
の
中
で
瞭
員

の
皆
緩
と
日
々
関
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
安
定
し
た
生
活

に
向
け
て
活
き
活
き
と
生
活
さ
れ

て
お
り
ご
家
族
の
皆
様
と
と
も
に

大
蜜
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
利
用
者
の
皆
穫
が

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
を
送
る

事
が
で
き
る
住
環
焼
が
よ
う
や
く

整
い
ま
し
た
が
、
昨
今
多
く
の
施

設
が
抱
え
て
い
る
諜
題
と
し
て
利

用
者
の
皆
援
の
重
度
・
高
齢
化
そ

れ
に
伴
う
支
援
の
多
様
化
へ
の
苅

応
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
光
の
里
に

お
い
て
ち
年
々
深
刻
化
し
て
き
で

お
り
、
よ
り
個
別
的
で
専
門
的
な

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
生
活
習
慣
病
や
そ
の
他

の
疾
病

C
よ
る
通
院
や
入
院
な
ど

の
医
療
的
な
支
媛
も
頻
度
が
憎
し

て
お
り
、
早
急
な
苅
応
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
後
、
虐
待
防
止
や
人
権
擁
護

の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
基
本
に
立

ち
返
り
利
用
者
の
皆
様
へ
の
支
緩

や
介
護
の
質
の
向
上
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
重
点
を
お
い
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
援
々
な
課
題
解
決
に
向

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
て
い

る
各
種
研
修
会
を
は
じ
め
、
町
福

祉
課
主
催
の
研
修
会
や
地
域
の
介

議
関
係
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
研

修
会
等
ヘ
積
極
的
に
参
加
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
年
々

厳
し
く
な
る
財
政
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が

、
改
め
て
法
人
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
共
に
学
び
、
共

に
成
長
し
、
共
に
生
き
る
」
と
い

う
姿
勢
を
全
役
臓
員
で
再
確
認
し

何
ご
と
も
謙
虚
に
誠
実
に
お
互
い

を
尊
重
し
、
「
共
に
支
え
合
う
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
利
用
者
の

皆
授
の
幸
せ
と
地
織
の
福
祉
の
増

進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す。
な
お
、
今
年
度
、

4
月
1
日
旬

で
次
の
よ
う
に
人
事
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
川
割
引
制

障
が
い
者
支
接
施
設
ひ
か
り
の
里

【
新
】
施
設
長
田
村
孝
司

(
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね
施
設
長
)

多
幽
商
能
型
事
業
所

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね

【
新
】
施
設
長
石
井
雅
直

(
前
ひ
か
り
の
里
施
設
長
)

多
機
能
型
事
業
所

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね

〔
新
】
課
長
補
佐
高
井
康
治

〈
前
ひ
か
り
の
里
係
長
)

以
上
の
よ
う
に
臓
員
が
異
動
い

た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
自

己
研
鎖
、
並
び
に
支
援
、
介
鍾
の

質
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
出
世
方
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
鑓
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て

障
が
い
者
支
援
施
設
ひ
か
り
の
里

施

設

長

田

村

孝

司

雪
仁
覆
わ
れ
た
季
節
ち
過
ぎ
て

野
や
山
の
い
た
る
と
ろ
こ
で
、
自

然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、

毎
年
そ
う
で
す
が
、
こ
の
自
然
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
て
今
年
ち
一

年
、
気
張
っ
て
行
こ
う
と
い
う
想

い
が
強
く
な
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の

4
月
よ
り
こ
れ
ま

で
1

4
年
間
多
機
能
型
事
業
所
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね
の
方
に

傍
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
障
が
い
者
支
援
施
設
・

ひ
か
り
の
里
の
施
設
長
と
し
て
任

務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
の
重
度
化
と
多
緩
化
、
そ

し
て
、
高
齢
化
等
に
つ
い
て
諸
課

題
を
把
握
し
、
支
援
技
術
や
介
護

授
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

虐
待
防
止
と
権
利
嬢
誕
の
継
続
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
利
用
さ

れ
て
い
る
皆
が
、
笑
顔
で
明
る
く

の
び
の
び
と
安
心
で
き
る
暮
ら
し

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
合
年
度

よ
り
施
設
の
事
業
と
し
て
、
利
用
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れ
て
い
る
万
の
体
力
維
持
と
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
か
ね
て
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
を

5
月
2

9
日
に
実
施
致
し

ま
し
た
。
尚
、
今
回
は
御
父
兄
の

出
自
…
穣
に
は
御
案
内
致
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
事
業
の
内
容
等
を

踏
ま
え
倹
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
合
年
度
ち
前
年
度

同
様
、
尚
一
層
の
御
指
導
、
御
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す。

十
六
年
目
の
春

多
機
能
型
事
業
所

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね

施

設

長

石

井

雅

直

スの製内へにシ <任ら 1シ
ケごパ容のなヨ私おい高Bヨ1
ツ支ンも移りツは願た井何ツ 6
ト媛に従行まプ、いし支けブ年
等に加来ですい 6いま援でい目
製よえかあがま年たし員「まを
造る、らつ、力、 I~ しだとひか迎

の災江のたこねりま。共かねえ
ー害差縫りの」のす何にり」た
次備福茸侵間で「。卒異のに「
加蓄祉栽産新のワ よ動里、ワ
工用会信事体勤| ろ・ '-41
のピ犠・業系務ク し着か月ク

事
業
が
僧
え
、
利
用
者
さ
ん
の
工

賃
ア
ッ
プ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
に
つ
き
ま

し
て
も
、
定
員
が

3

0
名
か
ら

4

0
名
に
増
え
、
現
在
で
は

4

4
名

の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

着
任
当
初
は
、
精
抑
的
に
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
も
多
く
、
障
が

い
の
多
様
化
に
伴
う
支
援
の
難
し

さ
も
あ
る
の
で
は
、
と
不
安
に
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
活

動
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
利
用
者

さ
ん
一
人

一
人
の
表
情
や
動
き
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
自
分
の

仕
事
と
し
て
自
信
と
誇
り
を
持
ち

日
々
遇
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
利
用
者
さ
ん
の
活
き
活
き

と
し
た
姿
仁
接
し
て
お
り
ま
す
と

日
々
変
化
す
る
福
祉
情
勢
に
翻
弄

さ
れ
る
事
無
く
誠
実
・
確
実
な
施

設
運
営
に
心
が
け
、
事
業
内
容
の

さ
ら
な
る
発
展
・
充
実
を
目
指
し

て
、
一
つ
一
つ
課
題
を
克
服
し
て

行
こ
う
と
力
が
湧
い
て
く
る
思
い

で
す
。
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援

の
質
の
向
ト
土
佐
図
り
、
安
心
・
安

全
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
事
業
所
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
「
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね
」
へ
、
皆
援
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す

Jl;守

給
食
委
託
会
社

変
更
の
お
知
ら
せ

先月のピクニックのお弁当も作って頂きました!

日
頃
よ
り
、
当
施
設
の
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
主
げ
ま
す
。
当
施
設
で
は

一
昨
年
1
0
月
か
ら
安
心
安
全
で
お
い
し
い

給
食
を
提
供
す
る
だ
め
に
、
給
食
業
務
に

つ
い
て
は
専
門
の
外
部
委
託
業
者
と
契
約
し

運
営
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
業
者
選

定
を
新
た
に
実
施
し
4
月
1
日
よ
り
委
託
業

者
が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
株
式
会
社

工
ム
・
工
ム
・
ピ

i
」

品
フ
後
、
よ
り
一
一
層
ご
利
用
者
穫
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
給
食
を
提
供
で
き
ま
す
よ
う
委

託
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た

考
え
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ご

あ

い

さ
-
ワ

株
式
会
社
工
ム
・
工
ム
・
ピ
l

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
?
第
二
事
業
部
次
長

函
館
・
室
蘭
営
業
所
所
長
武
野
智
弘

は
じ
め
ま
し
て
、

4
月
1
日
よ
り
皆
様

の
お
食
事
を
調
理
担
当
し
て
い
る
「
株
式

会
社
工
ム
エ
ム
ビ
l
」
と
申
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
食
べ
る
だ
け
の
食
事
で
は

な
く
、
安
全
で
お
い
し
く
、
楽
し
い
お
食

事
の
提
供
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。



|障害者虐待防止法へ:の取り組みー Part1 iI 
身体・知的・精神(発達障がい含)障がいの他、日常生活に制限を受ける方々などを苅象仁平成24

年10月に f障害者虐待防止法」が施行されました.
光の里でも虐待防止!こ苅する後々な対応を進めているところですが、今回はまず、 「なぜ?障害

者虐待防止法が出来たのか?J r誰による? どのような行為が? 虐待!となるのか?? Jにつ
いて槌れ、障害者虐待防止法についての理解の促進と、支媛の質の向上につなげたいと考えます.

障害者虐待防止法とは?
支援課長 戸室孝俊

(1 )成立の背景
児童虐待防止迭は平成 12年に、高齢者虐待筋止法は平成 17年仁成立しましたが
、この障害者虐待防止法は平成23年 6月にようやく成立し、翌年 10月から施工され
ましだ.以前から家族・親族、障害者支援館設、就労支援事業所などでの虐待は

とどまるところを知らず、平成 16年に発貸した福岡の障害者支援施設「カリタス
の家Jでの炭・唐辛子・熱湯コーヒーの飲食強妻、殴る・蹴るの日常的な暴力等
は世間に大きな衝撃と波叙を投げかけました.この事件を契織として障がいのあ

る人たちの人権擁護が声高に叫ぱれ、法制化への動きが加速しました.この問、
保護・指導などの名目で虐待と位置づけられるのは難しく、まだ、仮に虐待があ

ったとしても逮律が無かったことで活的な苅応措置はとれませんでした.

(2 )障害者虐待の分類
①親・兄弟など、家族・親族による・

@施設や福祉事業所蔵員による・

③障がい者が働いている磁場などでの・ F 
(3)虐待の主な具体例

身体的虐待

心理的虐待

性的虐待

経済的虐待

ネグレクト

定義

暴力や体罰によって身体に傷

ゃあざ、痛みを与える行為。身体

を縛りつけたり、過剰な投薬に

よって身体の動きを抑制する行

為

脅し、侮辱などの言葉や態度、無

視、嫌がらせなどによって精神

的に苦痛を与えること

本人かT司意していない性的な行
為やその強要(表面上は同意し

ているように見えても、判断能

力のハンテ、ィに付け込んでいる

場合があり、本心からの同意か

どうかを見極める必要がある)

本人の同意なしに財産や年金、

賃金を搾取したり、勝手に運用

し、本人が希望する金銭の使用

を理由なく制限すること

食事や排;世、入浴、洗濯など身辺

の世話や介助をしない、必要な

福祉サービスや医療や教育を受

けさせない、などによって障害

者の生活環境や身体・精神的状

態を悪化させること

具体例

平手打ちする、殴る、蹴る、墜に叩きつける、つねる、無理やり食べ

物や飲み物を口に入れる、やけど・打撲させる、柱や椅子やへ町ツド

に縛り付ける、医療的jI;善計主に基づかない投薬によって動きを抑

制する、施設側の管理の都合で睡眠薬などを服用させるーなど。

「バカJrあほjなど障害者を侮辱する言葉を浴びせる。怒鳴る、の
のしる、悪口を言う。仲間に入れない、子ども扱いする、一人だけ

特別な服や帽子をつけさせるなど、人絡をおとしめるような扱い

をする。話しかけているのに意図的に無視する・・・など。

性交、性器への接触、性的行為を強要する、裸にする、キスする、わ

いせつな言葉を言わせる・ー・など。入浴や排せつなどの異性介助に

ついても広義の性的虐待に骸当する。

年金や賃金を搾取する、本人の同意なしに財産や預貯金を勝手に

処分する・運用する・施設等へ寄付する、日常生活に必要な金銭を

渡さない・使わせない、本人の同意なしに年金等を管理して渡さ

ない・・など。

食事や水分を十分に与えないで空腹状態が長時間続いたり、栄養

失調や脱水症状の状態にある。食事の著しい偏りによって栄養状

態か胃霊化している。あまり入浴させない、汚れた服を着させ続け

る、排;世の介助をしないことで衛生状態が悪化している。重量や爪

が伸び放題。室内の掃除をしない、ごみを放置したままにしてあ

るなど劣悪な住環境の中で生活させる。病気や事故でけがをして

も病院に連れて行かない。学校に行かせない。必要な福祉サービ

スを受けさせない・制限する。同居人による身体的虐待や心理的

虐待を放置する…など。

. 



f 平成ニ十六年度

社会福祉法人光の里決算につきまして

貸借対照表
さ害 A，品 平成27年 3.1'131日現者

資産の榔 負債の部

当年度末 前年度末 増 減 当年度末 前年度末 増 滅

【読動費塵】 24町掴2回 19~386.319 53.352.師4 【流動員慣] t回430，775 72白297.552 柑.悶3.223

現金現金 141.751.257 10~233.B52 35 支払字幅

畳取宇田 買掛金

売自骨量 短期軍曹費量借入量

有価値勢 朱払金 1叫，却4.775 57.837.552 帽.回7.223

商品開製品 現。壷

仕飾品 前量壷

圃材軒 7国.0田 583輯5 144.田5 恒畳金

来収量 10~279.976 68，067.353 18，212.623 賞与引き当金 16周O.曲。 13.田0.0∞ 2，480.0田

貯麓晶 -収不能引当金 1.0l~∞。 1.060，0∞ --44.0∞ 

立智金 521.349 -521.349 その他@涜勤負債

前払壷

短期宜付金

恒払金

その他の流動費量

【個室貴重】 1.177. 789~31 1.184.3凪@姐 13.466.266 【固定量慣】 211.381.蝿S 2却.曲ほ叩 -9却 9.215

{基本財産) 関口組'，305 9哩8.159.144 -23.916.639 股情責壷惜入金 152.47~OOO 同4 同 11.724.0回

撞柚 896.24O~05 920.159.144 -23.918.839 長期置世貴金情入量 4‘却0，∞。 5.70叩叩 -1.回0.0∞

土地 6，000，'似調。 8.以JO.冊。 温聡給与引当金

基本財産特定預金 共貴金通事給与事l当量 54.407.985 却.783.2∞ 3.614.785 

その他の圃定負債

{その他の園宜貴庫} 27~549.026 回8，1回，曲9 37.315.127 負債の部古針 331.81且780 292.蝿8，752 掴.824.0聞

温棉 5~7開 3担 59.814.298 -3.刷7.師5 純貴車の剖

直袖付属陸舗 3町田.1四 41.988.496 -6.862.376 【基本金】 1曲，曲4.7叫 180周 4、742
相陣貨軸 11，7刷』副 12.798.067 -1.008.566 [1!iI庫輔励金等特別積立壷1 376.860.619 3回.曲7.987 -13.647.3曲|

健様車u，車置 14.904.481 19.170.669 -~286.却8 国庫補助金等特別

車偏置栂鼻 8.012.241 3.7開価@ 2.2刷.575 積立量1¥1働時分 376.6BO.619 3曲，田7.967 -13.647.3師

韓JUW'噛晶 10，525.842 10，962，960 -437.剖8 国庫補助金等特別

土地 積立量IOI置補助分

建陵缶勘定 【モ骨曲@積立金】 田.割1.354 調 I四1.354 48.000，0∞ 

権利 592.5帥 5担.568 人件費積立金

ソフトウエア 1国.799 201.田9 -1剖。曲。 信繕積立金 73.田0，凹O 25.曲帥冊 岨。叩0，0∞

設置有価匝券 噛晶・事前入積立壷

長期賞付金 轄行時特別積立金 1.891.354 7.691.354 

公益者匹車金計元入金 工貫置勤積立金 相O.冊。 400.0∞ 

収益・車会計元入金 6:'惜帯聾惜積立壷 5.似凪加。 5冊目叩

人件費積立預金 その他の積立金

樺繕積立現金 73.0回。C田 施。∞.000 48.0田，曲。 [11:期鰻盤活動担王葺額】 471.159.139 417.316，527 -6.157.3田

備品管崎入積立預金 現期縁組活動血茸量顕 471.159.139 477.31~527 -6，157.3曲

移行時特別積立預金 7.891.3掛 7‘891.354 {うち当期活動収支聾樋} 41.642.612 32.345.486 9.497.146 

エ貴賓動積立預金 4冊。O田 4明。冊。

E量備等監咽積立預金 駒田.0田 5.0叩，回。

その他の積立預金

共済書過疎手当預付金 5M07.985 50.7目。問。 M14.785 

その他の園定貴重 2 2 

制貴重の郎合計 1，094.115.854 1.066，720，610 27.995，244 

質量の剖合計 1，426，528.614 1，359.109.362 66.819.252 負債且び純責置の都合計 1，426.528.614 1.359.709.362 66.819，252 

尚、取活人の「決箆及び事業jの詳細lこつきましてleH主人事務局(ひかりの里)までお問いf5;hぜ下さい
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也

4
月
1
日
に

4

1
回
目
の
光
の

里
開
園
記
念
日
を
迎
え
、
品
フ
年
度

は
男
性
・
女
性
利
用
者
さ
ん
が

1

踏
の
食
堂
に
会
し
て
昼
食
時
に
お

寿
司
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
い
た
だ
き

な
が
ら
記
念
日
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
食
後
は
カ
ラ
オ
ケ
を

行
っ
て
沢
山
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
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広
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企
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グ
ル
ー
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杉

本

綾

香

4
月

2

9
日

1
5
月

6
日
の
春
休
み
期
間

を
利
用
し
て
鍛
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
旅
行
に

出
か
け
ま
し
た
。
今
年
は
近
郊
の
伊
達
市
、

森
町
、
八
雲
町
、
江
差
町
へ
行
き
桜
や
お
祭

り
を
見
て
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

' 

木
々
の
緑
が
医
し
い
季
節
を
迎
え
こ

の
5
月
2

9
日
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う

新
し
い
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
の
外
出
と
言
え
ば
、
普

段
は
買
い
物
や
近
場
の
敵
歩
が
中
心
で

す
が
、
買
い
物
に
つ
い
て
は
葦
で
の
移

動
が
主
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
体
力
保

持
と
楽
し
み
を
両
立
で
き
る
も
の
、
外

出
を
通
し
て
楽
し
く
体
を
動
か
す
機
会

を
と
い
う
思
い
で
盆
画
し
ま
し
た
。

重
度
・
高
齢
の
利
用
者
さ
ん
に
も
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
、
以
前
行
っ
て
い

た
遠
足
よ
り
も
気
軽
に
参
加
し
て
頂
け

る
よ
う
な
内
容
と
し
ま
し
た
。
重
度
・

高
齢
の
利
用
者
さ
ん
も
、
公
用
車
で
の

移
動
等
に
て
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。目
的
地
は
褐
匡
僑
造
改
善
セ
ン
タ
ー

で
片
道

2
キ
ロ
強
。
真
夏
を
思
わ
せ
る

天
候
の
中
、
体
力
な
ど
状
態
を
考
慮
し

て
、
途
中
か
ら
公
用
車
に
て
移
動
し
て

頂
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が

最
後
ま
で
歩
き
切
っ
た
方
は
も
ち
ろ
ん

皆
さ
ん
良
い
顔
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

現
地
で
は
今
回
の
為
に
特
別
仁
作
っ

て
頂
い
た
お
弁
当
に
舌
鼓
。
当
初
は
野

外
で
食
べ
て
頂
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
暑
さ
を
考
慮
し
て
屋
内
で
の
会

食
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

豪
華
な
お
弁
当

ι皆
さ
ん
満
足
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
も
楽
し
ん
で
頂
き
改

め
て
行
事
が
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
普

段
の
生
活
の
中
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
以
降
は
更
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

内
容
に
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
事
故
や
体

調
を
崩
す
方
が
無
く
終
え
ら
れ
た
こ
と

が
何
よ
り
に
思
い
ま
す
。

行
事
〈
止
画
グ
ル
ー
プ

原
紺
克
彦



WJ)~，~~ヨ当ダブしも雪之砂勘
饗!g~~識の1畠l也濁霊童

主主年度は、多機能型事業所ワ クショップいまかねをより多くの皆様仁知って頂くために、通年の企画で仕事
の様予や新商毘をお居けしたいと思います.今回は製パン課の1日をお届けします.

広報企画グルプ守嶋延j告

どで-::r.;) 製パン課に密着し、まず最
Lム コ 初に驚いたのが、早朝から仕
IE二九 込みをされていたことで、遇
UXXA.I 所のため皆出勤時間は異な

りますが、出動されると衛生
面・体調のチェックを経て自発的にそ
れぞれの持ち場の仕事に就き皆が自分
の仕事の役割を果たしていました。
また、パンを作る上での確認は密に
行っていて、材料の計量からシールの
準備や出荷数について報告、連絡、相
談がなされていたのがとても印象的で
した。

ー ，、 -~・v

争、
六腰部の明マヨバzbをとf官邸中で可

は
見
は
め
回
の
し
だ
あ
一
供
い

で

発

ン

つ

1
光
え
ひ
が
べ
。
提
願

聞
な
パ
見
回
は
伝
は
ン
ム
す
を
お

時
々
の
て
今
後
お
で
パ
一
で
題
く

い
色
て
め
を
今
て
障
る
ホ
定
話
し

短
て
た
改
園
、
し
、
す
を
予
し
ろ

、
み
き
も
盆
<
周
り
を
ス
る
着
ょ

が
て
で
て
の
な
活
お
売
一
す
密
も

す
し
も
い
こ
は
ち
て
販
ユ
プ
に
と

ま
着
で
つ
、
で
ジ
え
で
二
ツ
課
後

り
密
申
に
り
の
一
考
定
の

7
賞
品
フ

な
、
の
。
事
な
る
べ
と
限
そ
に
惟
で

に
が
そ
た
仕
も
え
ム
い
日
で
中
は
の

り
す
、
し
、
に
終
一
た
曜
事
白
で
す
・

わ
ま
り
で
た
会
で
ホ
き
で
の
近
口
ち
ま
す

終
り
あ
格
ま
機
り
の
い
り
と
で
次
し
ま

あ
が
別
る
限
里
て
ま
る
ジ
放
し

さらに鷲で守宅のが¥新商百万7闘発にも
力を注いでいて製パンの含間に皆で試
行錯誤し作られていたのが印象的で
写真右の卵マヨパンのできたて
を実際に頂きましたがとて
も美昧しかったです。
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倉
援

遠
藤
明
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村
上
実
犠

尾
形
信
一
援

北
島
武
雄
様

鈴
木
常
予
後

柳
原
孝
雄
様

佐
藤
ふ
と
ん
后
犠

八
千
よ
光
の
箱
緩

イ
ン
テ
リ
ア
藤
村
様

株
式
会
社
岩
橋
組
後

き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
援

辺
見
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
緩

喫
茶
フ
ラ
ワ
ー

品
コ
金
町赤

十
字
奉
仕
団
儀

品
フ
金
町
建
築

授
能
者
協
会
後

※
順
不
同

光
の
箱
緩

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
早
い
も
の
で
2

ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の

広
報
ひ
か
り
の
里
で
は
、
他
に
も
載
せ
た

い
記
事
や
行
事
の
写
真
が
あ
り
今
後
は
光

の
里
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
出
来
る

限
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
皆
様
に
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
穣
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

-
5月
会
食
会
ホ
テ
ル

‘

い
ま
か
ね
に
て

認理監割問ーl

広
報
盆
薗
グ
ル
ー
プ 0南谷昌孝支援員

3月から働かせて頂く事に
なりました、南モ主です.
目標を持って働いていこ
うと思いますので宣しくお願
いします.

0菊地政光さん
2月にひかりのaに入所し
ました菊地さんl志、ジュー
スが好きで飲んでいる際は
いつも素敵な笑顔が見られ
ております.

守
嶋
延
浩

※
前
閣
の
広
報
の
号
数
が
1
0
5
と
配
慮
し
て
お
り
ま
し
た
が

正
し
く
は
1
0
4
き
で
し
た
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す



海金ぢ自T

障がい者相談支援事業所ひかけ
~慎重川崎勺尼蓄されの鵠12ths識をさ1寸1長l寸7(¥苦可~

号室ず防相談しZ
郁彦せんか?

ど九砂ごとを植議官告審替か?

織 l球訟です.
織 の織 は
寺ります.

.隆弘、し¥(茸i五.菊b.語通品蓮等)のある人
・こ、象長
.働いのあるた省わりのある夫

などなど・・・。

ょう ，1，くし りょう

.障がい福祉サービスを利用するには、どうすればよいのだろう?

・将莱のことを誓うえると朱警なのだけど・・・。
しよう 詰も し εと せいかっ

・障がいが重くて仕事ができないけど、生活どうしよう…。

・うちの子、みんなと上手くなじめないみたい。

もしかして障がいがあるのでは? などなど…。

誰か相談でき手すか?

〒049-4308 北海道瀬棚郡会室町字舎金412-20

み
明
係がb

n
u
 
O
『融

ぺ

れ

也

吋
即
川
一
糊

会

α

/

h

~

乞
極

い
現
跡
官

明
日
つ
時
h
p

主

払
也
君
業
※

乱

意

営

0137-82-2510 

FAX 0137-82-2510 

メール sodanshitu-hikari@bird.ocn.ne.jp 


